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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年7月26日(2012.7.26)

【公開番号】特開2011-9814(P2011-9814A)
【公開日】平成23年1月13日(2011.1.13)
【年通号数】公開・登録公報2011-002
【出願番号】特願2009-148295(P2009-148295)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/393    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   3/40     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/262    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/393   　　　　
   Ｇ０６Ｔ   3/40    　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｎ   5/262   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月7日(2012.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縮小率Ｒで画像を縮小する縮小画像生成装置であって、
　前記縮小率Ｒは、Ｍ／Ｎ（ＭおよびＮは、Ｍ≧Ｎを満たす整数）と１／Ｌ（Ｌは２以上
の整数）との積で表され、
　入力された前記画像を一旦前記Ｍ／Ｎを拡大係数として拡大し、拡大補間画素データお
よび拡大補間画素位置を算出する拡大処理部と、
　前記拡大処理部で算出された前記拡大補間画素データおよび前記拡大補間画素位置に基
づいて前記１／Ｌを縮小係数として縮小し、縮小補間画素データおよび縮小補間画素位置
を算出する縮小処理部とを備え、
　前記縮小処理部は、複数の拡大補間画素データに基づいて一の縮小補間画素データを生
成するとともに、
　前記一の縮小補間画素データに対応する縮小補間画素位置を前記複数の拡大補間画素デ
ータに対応する複数の拡大補間画素位置の中央位置と同じ位置とすることを特徴とする、
縮小画像生成装置。
【請求項２】
　前記拡大係数および前記縮小係数は、前記画像の水平方向および垂直方向についてそれ
ぞれ個別に設定可能である、
請求項１に記載の縮小画像生成装置。
【請求項３】
　前記係数ＭおよびＮは、２×Ｎ＞Ｍ≧Ｎ＞０を満たす整数である、
請求項１または２に記載の縮小画像生成装置。
【請求項４】
　前記縮小処理部は、前記縮小係数１／Ｌ毎に前記縮小の縮小補間処理に用いる２×Ａ×
Ｌ－１（Ａは２以上の整数）個の補間係数参照テーブルを有する、
請求項１～３のいずれかに記載の縮小画像生成装置。
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【請求項５】
　前記補間係数参照テーブルは、前記画像の水平方向、垂直方向についてそれぞれ個別に
前記Ａを設定可能である、
請求項４に記載の縮小画像生成装置。
【請求項６】
　前記縮小処理部は、前記縮小後の画素と、その周辺に位置する前記縮小前の画素の、縮
小後の画素間隔を１とする距離ｔが前記Ａに対し｜ｔ｜≧Ａを満たす場合、前記縮小補間
処理に用いる前記補間係数を０とする、
請求項４または５に記載の縮小画像生成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　第１の態様にかかるこの発明は、縮小率Ｒで画像を縮小する縮小画像生成装置であって
、前記縮小率Ｒは、Ｍ／Ｎ（ＭおよびＮは、Ｍ≧Ｎを満たす整数）と１／Ｌ（Ｌは２以上
の整数）との積で表され、入力された前記画像を一旦前記Ｍ／Ｎを拡大係数として拡大し
、拡大補間画素データおよび拡大補間画素位置を算出する拡大処理部と、前記拡大処理部
で算出された前記拡大補間画素データおよび前記拡大補間画素位置に基づいて前記１／Ｌ
を縮小係数として縮小し、縮小補間画素データおよび縮小補間画素位置を算出する縮小処
理部とを備え、前記縮小処理部は、複数の拡大補間画素データに基づいて一の縮小補間画
素データを生成するとともに、前記一の縮小補間画素データに対応する縮小補間画素位置
を前記複数の拡大補間画素データに対応する複数の拡大補間画素位置の中央位置と同じ位
置とすることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　第１の態様にかかるこの発明によれば、縮小率Ｒで画像を縮小する縮小画像生成装置で
あって、前記縮小率Ｒは、Ｍ／Ｎ（ＭおよびＮは、Ｍ≧Ｎを満たす整数）と１／Ｌ（Ｌは
２以上の整数）との積で表され、入力された前記画像を一旦前記Ｍ／Ｎを拡大係数として
拡大し、拡大補間画素データおよび拡大補間画素位置を算出する拡大処理部と、前記拡大
処理部で算出された前記拡大補間画素データおよび前記拡大補間画素位置に基づいて前記
１／Ｌを縮小係数として縮小し、縮小補間画素データおよび縮小補間画素位置を算出する
縮小処理部とを備え、前記縮小処理部は、複数の拡大補間画素データに基づいて一の縮小
補間画素データを生成するとともに、前記一の縮小補間画素データに対応する縮小補間画
素位置を前記複数の拡大補間画素データに対応する複数の拡大補間画素位置の中央位置と
同じ位置とすることにより、縮小に用いる参照テーブルを大きくすることなく良好な縮小
画像を生成することが可能となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
【数３】

【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
【数４】
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